
(1) 3月中旬号 大村市政だより (529号〉 昭和43年 3月10日

E置冨D:翠彊

(1月31日現在)

人口 56，575 

{男川5
女 29，320

世帯数 13，569 

出生 70 
死亡 52 

(訂正)

前月比

(+ 32) 

(+ 13) 

(+ 19) 

( + 5) 
転入 263 

転出 249 
.昭和33年 4月22日第三種郵便物認可・毎月3回1日・10日・20日発行田定価1部5円
・発行所大村市役所 .編集人 総務課長菊池綱島 . 印 刷所大村活版所

〔写真上J=市庁舎前でビニール袋に入った

綿鯉を受け取る助役と教育長

〔写真下J=雪の降るなかで、学校の池に鯉

を放流
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大村市政だより

優秀賞に
11 1/ /1 〆ノ

=県広報コンクールで=

大村市政だよりが、今年の長崎県広報コン

クーJレで優秀賞に入賞しました。

このコンクールは、市町村の広報技術の向

上のために毎年行なわれているものです。

大村市政だよ bは、毎月 3回発行し、市民

みなさんの手許におとどけしていますが、県

内では月 3回発行しているところはなし昨

年は努力賞に入賞し、今年の入賞で連続入賞

ということになります。

λ /1 11 11 

学校に鯉のb くりもの
11 11 庁 11

=ラ イオンズクラブよ り=

グ子供たちの教材に役立てて〈ださいグ

と、市内ライオンズクラブは錦鯉 500匹

を教育委員会に寄贈さ れました。

市教育委員会では、乙の鯉を市内の小

中学校jと配付し、子供たちの教材として

役立てる乙とにしました。
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大村市政だよ昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和43年 3月10日 (2) 

上米徳用の

小袋詰を配給

政府は、配給精米の品質

の均一化と配給業務の能率

を向上させるため、 「徳用

上米」の10キログラム入り

小袋詰を米穀小売庖に売り

出しています。

袋代は政府が負担しますか

ら、加算されません。品質

は、内地米 5等です(外米

は入っておりません。〉

名称、(ホームライス〉価格

10キログラム入り 1，180円

り

誰
で

も
自
分

の
幸
せ

を
願
う

と
と
も

に、

恵

ま
れ
な

い
人
や

社
会
の

た
め
何

か
で
き

る
こ
と

が
あ
っ

た
ら
し

た
い
・
:

と
い
う

あ
た
た
か
い
気
持
を
持
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
善

意
が
適
当
な
使
い
方
や
機
会

が
な
い
た
め
、
心
の
奥
に
う

花だん作りなどの計画

をおしらせください

長崎国体がせまってきま

した。花でまちを飾ること

も国体を迎える準備の 1つ

です。皆さんの職場、学校

会社、町内などで、花だん

をつ〈り花を植えたいとい

う計画のところがありまし

たら、団体名、花だんの場

所、坪数と責任者のお名前

を3月末日までに社会教育

課までと連絡 tださい。

お申込みによって花苗を

4月下旬頃無料配布いたし

ます。

や
す
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
誰
の
心
に
も

あ
る
善
意
や
愛
情
を
す
な
お

に
出
し
あ
い
、
こ
れ
を
恵
ま

れ
な
い
人
々
の
と
乙
ろ
へ
送

り
と
ど
け
る

こ
と
が
で
き
た

ら
、
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
助

け
合
い
と
な
り
、
明
る
い
住

み
よ
い
町
づ
く
り
に
も
役
立

つ
乙
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
善

意
銀
行
を
設
け
ま
し
た
。

善
意
銀
行
に
は
次
の
よ
う

な
口
座
が
あ
り
ま
す
。

①
金
銭
口
座

1
香
典
祝
儀
の

一
お
返
し
、
小
使
の
残
り

②
物
品
口
座

l
雨
具
、
衣
類

図
書
、
文
具
な
ど

③
技
術
口
座

l
運
転
、
演
芸

大
工
、
理
容
、
写
真
な
ど

⑨
労
力
口
座

1
清
掃
、
洗
セ

〈
、
相
談
相
手
な
ど

⑤
施
設
口
座

1
家
屋
な
ど

⑥
特
別
口
座

1
献
血
、
角
膜

移
植
な
ど
特
殊
な
厚
意

申
込
み
は
、
市
役
所
の
福

祉
事
務
所
に
あ
る
社
会
福
祉

協
議
会
に
申
込
む
だ
け
で
よ

い
の
で
す
。

善
意
銀
行
に
預
託

市
内
栄
町
岡
田
栄

一
さ
ん

は
金

一
封
を
毎
月
市
善
意
銀

行
に
預
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

善
意
に
む
く
い
る
た
め
次
の

と
お
り
配
付
し
ま
し
た
。

ム
大
村
子
供
の
家

ム
市
立
清
和
園

ム
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

ム
市
老
人
グ
ラ
ブ
連
合
会

はちものの植えかえ

盆栽も 、松のように毎年

植えかえな〈てよいも ιのも

ありますが、 落葉花木は大

体今月植えかえをや勺てお

〈必要があります。ウメ、

イチョウ、ケヤキなどは鉢

から出して木を切 りつめ、

土も新しいものにして植え

かえ、枝の形もととのえま

しょう。

そのほか、草花、山草 も

の、観葉植物などで植えか

えるものは今月中に始める

とよいでしょう。

-
l
l

田
畑
の
生
前
贈
与
l
i
l
i
-
-
-
i
!

一
延
納
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

農
業
の
後
継
者
を
育
成
す

る
た
め
、
水
田
や
畑
な
ど
を

生
前
贈
与
し
た
場
合
、

贈
与

税
の
延
納
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば

贈
与
税
の
減
免
だ
け
で
な
〈

登
録
税
も
大
巾
に
安
〈
な
り

ま
す
。こ

の
延
納
制
度
を
利
用
で

き
る
の
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の

条
件
を
そ
な
え
た
場
合
で
す

マ
贈
与
物
件
の
条
件

農
地
の
場
合
は
経
営
面
積

の
全
部
、
採
草
地
の
場
合

は
三
分
の
二
以
上
を
一

括

贈
与
す
る
場
合

マ
贈
与
者
、
受
贈
者
の
条
件

贈
与
者
は
農
地
を
贈
与
し

た
日
ま
で
に
、
三
年
以
上

農
業
を
営
ん
で
い
た
個
人

受
贈
者
は
贈
与
者
の
推
定

相
続
人
で
あ
り
、
年
令
が

二
十
才
以
上
で
、

贈
与
を

受
け
た
日
ま
で
に
引
続
き

三
年
以
上
農
業
を
営
ん
で

お
り
、
受
贈
後
も
引
続
き

農
業
ぞ
営
む
意
志
の
あ
る

人こ
の
制
度
を
利
用
し
よ
う

と
す
る
人
は
戸
籍
謄
本
、
農

業
委
員
会
の
証
明
が
必
要
で

す
の
で
、

市
の
農
業
委
員
会

に
と
相
談
く
だ
さ

い。

、

----， 
萱
瀬
地
区
の
母
子
検
診

は
取
り
止
め
ま
す

あなにの気持を
善意銀行に

窓口は市の社会福祉協議会

萱
瀬
地
区
の
母
子
検
診
は

毎
月
第
三
木
曜
日
に
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
三
且
は
申
止

し
ま
す
。

た
ば
こ
は

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

市
の
大
き
な
財
源
で
す

「汚
物
処
理
手
数
料
J

f

第

4
期
分
の
納
期
、

汚
物
処
理
手
数
料
の
第

4
期
分

(1
月、

2
月
、

3
月
)
納
期
は

3
月
目
白

で
す
。ま

だ
、
納
入
し
て
い
な

い
方
は
、
忘
れ
な
い
よ
う

に
納
入
し
て
お
き
ま
し
ょ

，
「
ノ
。
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お
し
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
人
な
ど
の
台
帳
の

縦
覧三

月
三
十
日
に
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
人
お
よ
び

選
挙
人
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ

る
人
を
記
載
し
た
台
帳
を
、

次
の
と
お
り

一
般
の
縦
覧
に

供
し
ま
す
。

マ
縦
覧
期
間
三
月
十
一
日

か
ら
三
月
二
十
日
ま
で

時

間

午

前

八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

マ
縦
覧
場
所
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
。
各
出
張
所

に
も
台
帳
の
写
を
期
間
中

備
え
つ
け
て
い
ま
す
の
で

縦
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
三
月
三
十
日
に
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

と
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
(
今
ま
で
の
選
挙
に

投
票
所
入
場
券
が
き
た
人
)

を
除
き
、
三
月
一
日
ま
で
に

登
録
の
申
出
を
し
て
次
に
該

当
す
る
人
で
す
。

①
新
た
に
大
村
市
に
転
入
し

た
満
二
十
才
円
以
上
の
人
で

三
月
一
日
現
在
で
引
続
き

三
カ
月
以
上
大
村
市
に
住

ん
で
い
る
人
。

⑧
永
年
大
村
市
に
住
ん
で
い

る
人
で
三
月
一
日
現
在
で

満
二
十
才
に
な
っ
た
人
。

3月15日まで

市県民税の串告

市県民税の申告はおすみに|

なりましたか。 3月15日が申 | 

告期限です。

まだおすみでない方は、 期

限内に申告をして〈ださい。

期限までに申告されないと諸

控除が認められません。でき

るだけ早〈 申告をすませまし

ょっ。

(3) 

③
永
年
大
村
市
に
住
ん
で
い

る
満
二
十
才
以
上
の
人
で

何
ら
か
の
理
由
で
名
簿
に

登
録
も
れ
に
な

っ
て

い
る

人。
婦
人
と
電
気
の
会
員
を

募
集豊

か
で
楽
し
い
文
化
生
活

を
営
む
に
は
、
電
気
の
知
識

が
必
要
で
す
。
九
電
で
は
、

家
庭
婦
人
を
対
象
と
し
て

「
婦
人
と
電
気
の
会
」
の
会
員

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。
と
希
望
の
方
は
申

込
み
〈
ピ
さ
い
。

ム
申
込
三
月
二
十
五
日
ま

で
に
、
最
近
の
電
灯
料
領

収
証
を
持
っ
て
、
九
電
大

村
営
業
所
に
申
込
み
〈
だ

さ
い
。

マ
会
費
無
料
で
す

マ
行
事

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
毎

月

一
回
の
例
会
を
開
き
、

電
気
釜
、
ア
イ
ロ

ン
、
テ

レ
ピ
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
取

扱
い
方
や
簡
単
な
修
理
な

ど
を
勉
強
し
ま
す
。

測
量
士
、
測
量
士
補
の

国
家
試
験
が
あ
り
ま
す

マ
受
験
資
格

年
令
、
性
別
、
学
歴
、
実

務
経
歴
な
ど
に
関
係
な
〈

誰
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

マ
受
験
手
続

三
月
二
十
日
ま
で
に
、

東

京
都
目
黒
区
東
山
三
丁
目

別
番
目
号
の
建
設
省
国
土

3月21日まで

固定資産の縦覧期間

昭和43年度の固定資産 (土

地、家屋、償却資産〉の価格

と課税標準額〈土地のみ〉を決

定した固定資産税課税台帳を

縦覧に供しておりますので、

関係者は縦覧して〈 ださいo

b期限 3月21日まで

b場所 課税課

なお、固定資産税課税台帳

に登録された価格と課税標準

額に不服のある場合は、 4月

1日までに文書で審査の申出

..iI/ 

地
理
院
総
務
部
総
務
課
に

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

をすることができます。

ただし、基準年度 〈昭和42

年度〉 の価格を据置いた土地

または家屋については、昨年

中に地目変換や新改築または

損壊などの事情があった場合

を除いては審査の申出をする

乙とはできません。

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

市
の
土
木
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

市税の納期が変ります

昭和43年度の市民税と固定

資産税の納期がつぎのとおり

変っていますのでお知らせい

たします。

b市民税

1期=6月 2期一 8月

3期=11月 4期=1月

b固定資産税

1期一 4月 2期=7月

3期一10月 4期=12月，
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点
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主

怒

り

で

、

で

き

る

だ

け

他

人

に

知

均

し

て

地

方

裁

判

所

が

四

百

一

~

ヶ

勾

凶

一

環

-

渉

f!fJ以
1

6

ら
れ
な
い
よ
う
に
解
決
し
て
二
十
八
件
、
家
庭
裁
判
所
の
ん

い
ま
す
。
こ
の
外
、
無
料
家
調
停
百
七
十
八
件
、
簡
易
裁
山

一

裁

判

所

定

さ

れ

、

長

崎

地

方

裁

判

所

事

相

談

の

窓

口

も

設

け

、

法

判

所

が

二

千

九

百

三

十

八

件

~

~
長
崎
地
方
裁
判
所
大
村
支
大
村
支
部
、
長
崎
家
庭
裁
判
規
や
手
続
な
ど
が
わ
か
ら
ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ん

山
部
は
、
明
治
十
九
年
一
月
、
所
大
村
支
部
、
大
村
簡
易
裁
困
っ
て
い
る
方
の
相
談
相
手
議
鵬
遁
溺
櫨
圃
-

山
大
村
治
安
裁
判
所
と
し
て
設
判
所
の
三
つ
の
裁
判
所
が
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
山
¥
胴
長
昼
間
圃
掴
闇

γ

け
ら
れ
、
東
彼
杵
郡
と
北
高
け
ら
れ
て
い
る
。
裁
判
所
が
取
扱
か
う
事
件
必
鱒
剛
槻
盟
国
園
圃
罵
幽
闇

い
来
郡
を
所
轄
レ
た
。
開
庁
以
長
崎
地
方
裁
判
所
大
村
支
は
、
す
べ
て
国
民
の
権
利
義
一
盛
関
幽
圏
遡
瀬
被
幽
灘
、

~
来
、
八
十
二
年
の
歴
史
を
も
部
と
大
村
簡
易
裁
判
所
と
は
務
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
た
一
一
願
燃
剛
醐
眠
醜
髄
ほ
刈
繍
-

V

つ
大
村
裁
判
所
は
、
昭
和
十
そ
の
取
り
扱
う
事
件
の
内
容
め
、
厳
格
な
手
続
、
審
理
を
一
一
ι:
戸
湯
温
薗
酷
九
w

一
五
年
北
高
来
郡
の
諌
早
に
市
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
ま
す
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ihA一
極
醐
楓
山
凶
行

V

制
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、
諌
と
も
に
第
一
審
の
裁
判
所
と
民
事
調
停
や
、
家
事
調
停
は

γ
一一1

4
¥ハ
勺
盟
際
機
一
ソ
j
¥
~

一
早
市
と
北
高
来
郡
は
管
轄
外
し
て
民
事
事
件
と
刑
事
事
件
裁
判
所
や
調
停
委
員
を
な
か
¥
一
一
-
一
一
感
謝
開
会
一
一
い

れ
と
な
り
、
昭
和
十
七
年
大
村
を
取
扱
い
、
長
崎
家
庭
裁
判
だ
ち
と
し
て
、
お
互
い
に
よ
¥
輪
議
鱒
麟
騨
臨
機
鴨
…

十
市
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
た
所
大
村
支
部
は
、
家
庭
や
親
会
し
あ
い
、
ゆ
ず
り
あ
っ
待
関
前

4
一

九
め
大
村
市
と
東
彼
杵
郡
を
そ
せ
き
の
閣
の
問
題
を
、
う
ち
て
円
満
な
解
決
を
は
か
る
し
万
二
時
藤
被
¥
一
一

人一一例縦

V11品
開
一
輪
一
人
づ
鱗
ぷ
一
一
一

い

の

管

轄

と

し

た

。

と

け

た

ふ

ん

い

き

の

な

か

で

〈

み

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ぷ

ゴ

一

〆

胤

?

ぶ

二

ii
令

一
轍
一
一
戦
一
段
彰
I
V
J
F
J
d

」

終
戦
後
、
裁
判
所
法
が
制
し
か
も
比
較
的
簡
単
な
手
続
取
扱
い
件
数
は
、
年
間
平

J

(4) 

② 

っ
て
お
り
ま
す
。

問
傷
害
を
受
け
て
か
ら
保

険
金
支
払
の
期
間
は

答
請
求
手
続
を
し
て
か
ら

通
常
の
場
合
は
一
カ
月

以
内
と
な
っ
て
お
り
ま

す。

問
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な

い
場
合
は
ど
ん
な
と
き
で

す
か
。

り

〔
第

2
回
目
の
市
民
交
通
傷
害
保
険
講
座
で
す
〕

大村市政だよ

問

支
払
わ
れ
る
保
険
金
は

安全
Eコ

原
則
と
し
て
は
完
全
に

な
お
っ
て
か
ら
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
治
療
が
長

期
に
わ
た
る
場
合
は
内

払
が
で
き
る
こ
と
に
な

長
期
閣
の
治
療
を
要
す

る
傷
害
を
う
け
た
と
き
、

保
険
金
の
内
払
は
で
き
ま

す
か
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答
次
の
場
合
は
保
険
金
は

支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

①
被
保
険
者
が
「
故
意
」
に

傷
害
に
か
か
っ
た
と
き

と
か
、
常
識
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
過
失

が
あ
っ
た
場
合

②
被
保
険
者
の
自
殺
行
為

ま
た
は
犯
罪
行
為
を
伴

う
傷
害
の
場
合

③
地
震
、
津
波
に
よ
る
傷

宝
口

④
無
免
許
運
転
に
よ
る
傷

害
(
同
乗
者
に
は
保
険

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
〉

⑤
試
運
転
、
競
技
、
興
行

訓
練
の
た
め
、
道
路
以

外
の
場
所
に
お
い
て
車

に
乗
っ
て
い
る
聞
の
傷

宝口

問
加
入
資
格
は
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
加
入
後
他

市
町
村
に
転
出
し
た
場
合

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答
加
入
後
に
他
市
町
村
に

転
出
さ
れ
た
場
合
も
保
険

期
間

(
四
十
四
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
)
は
被
保
険

者
の
資
格
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
そ
の
期
間
内
に
傷

害
を
受
け
ら
れ
た
場
合
は

保
険
金
の
請
求
が
で
き
ま

す。
iの年り四講 l 
iで三ま十 座前 計
!訂月し三で号己
|正のた年、市平
iしあが三保政 i
lまや、月険 t:I 
|すま昭と期よ i
| 。 り 和 な 間 り i

i で四つがの |し十て昭乙 |
た四お和の |

巡
回
交
通
事
故
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

県
は
交
通
事
故
被
害
者
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
つ
ぎ
の

と
お
り
交
通
事
故
巡
回
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

交
通
事
故
の
乙
と
で
心
配

事
の
あ
る
方
は
遠
慮
な
く
相

談
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
三
月
十
八
日

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

マ
場
所
大
村
市
役
所
第

i‘、

---，1 

一
会
議
室

-

a

車

の

交

通

止
i
t
-
-

市
道
舗
装
工
事
の
た
め

つ
ぎ
の
と
お
り
車
の
交
通

止
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
〈
だ
さ
い
。

マ
区
間
原
口
バ
ス
停
留

所
か
ら
大
村
空
港
ま
で

マ
期
間

5
月
担
日
ま
で


